
建設発生土運搬先の変更

（新東名高速道路 浜松いなさＪＣＴ～豊田東ＪＣＴ）
ハママツ トヨタヒガシ

運 用 指 針

第２条①－ロ 現場特有の状況に対応するための創意工夫

会社の経営努力による費用の縮減内容について 資料－２



新東名高速道路

平成２８年２月１３日開通
Ｌ＝５５ｋｍ
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新東名高速道 浜松いなさＪＣＴ～豊田東ＪＣＴの路線概要
ハママツ トヨ タ ヒガシ

・新東名高速道路は、東京と名古屋を結ぶ延長約330ｋｍの高速自動車国道
・わが国の大動脈である東名高速道路の抜本的な混雑解消や、ダブルネットワーク化による信頼性の向上、
３大都市圏の連携強化として機能し、社会・経済活動の発展などに寄与する路線
・浜松いなさJCT～豊田東JCT（約55.2ｋｍ）はH28.2.13に開通し、御殿場JCT～浜松いなさJCTと合わせて事業
中の約8割の区間が完成。
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当初計画 経営努力による変更

P2

・雁峰トンネル工事及び臼子橋工事での建設発

生土を使用して、長篠設楽原ＰＡの盛土を構築

する計画

・会社提案による「連絡調整会議」の中で愛知県

の県道整備事業と土運搬ルートが交差している

ことが判明

・県道盛土工事の土運搬に関する地元協議を会

社が主体的に実施、双方の土運搬先を入れ替

ることでコスト縮減を実現

がんぽう うすこばし

ながしのしたらがはら

雁峰トンネル工事
臼子橋工事

長篠設楽原ＰＡ

ＮＥＸＣＯ
土運搬経路

県道布里
新城線工事
（新城ＩＣ取付道路）

県道豊川
新城線工事

県整備工事
土運搬経路

変更計画

雁峰トンネル工事
臼子橋工事

長篠設楽原ＰＡ

ＮＥＸＣＯ
土運搬経路

県道布里
新城線工事
（新城ＩＣ取付道路）

県道豊川
新城線工事

県整備工事
土運搬経路

3.3万㎥

3.3万㎥

当初計画



当初計画

P3

【新東名事業】

雁峰トンネル工事及び臼子橋工

事の建設発生土を使用して、長篠

設楽原ＰＡの盛土を構築する計画

（60万㎥）

【県道事業】

県道事業は工事着手前のため、

県との調整は未実施

当初

設楽原PA

雁峰TN工事
臼子橋工事

土運搬経路

60万㎥

がんぽう うすこばし

長篠設楽原PA



変更計画

コスト縮減を図るため、建設発生土運搬計画の見直しを検討

・愛知県の県道整備事業が近接していたため、県道事業は工事着手前であったものの、双方の効率的な事業

の実施について調整を行う「連絡調整会議」の設置を会社が提案

・調整会議の中で双方の土運搬のルートが交差していることが判明

・雁峰トンネル・臼子橋工事の発生土（60万ｍ3のうち、3.3万ｍ3）を県道豊川新城線工事へ、県道布里新城線工

事の発生土を長篠設楽原ＰＡへそれぞれ土運搬することを立案し、地元及び関係機関との協議を実施

P4

雁峰トンネル工事
臼子橋工事

長篠設楽原ＰＡ

ＮＥＸＣＯ
土運搬経路

県道布里
新城線工事
（新城ＩＣ取付道路）

県道豊川
新城線工事

県整備工事
土運搬経路

3.3万㎥

3.3万㎥

変更計画

うすこばしがんぽう ふりしんしろとよかわしんしろ

ながしのしたらがはら

雁峰トンネル工事
臼子橋工事

長篠設楽原ＰＡ

ＮＥＸＣＯ
土運搬経路

県道布里
新城線工事
（新城ＩＣ取付道路）

県道豊川
新城線工事

県整備工事
土運搬経路

3.3万㎥

3.3万㎥

当初計画



年月 経緯（協議・現場作業等） 協定・設計

平成２２年５月
愛知県新城設楽建設事務所と連絡調整会議及び土運搬先の相互
入れ替えについて協議調整を開始

平成２２年６月 土運搬先の相互入れ替えについて愛知県から了承を得る

平成２２年５月～６月 県道豊川新城線への土運搬について地元協議を実施（3回）

平成２２年７月～平成２３年１０月 県道豊川新城線への土運搬実施

平成２３年７月～平成２４年７月 県道布里新城線工事による長篠設楽原ＰＡへの土運搬実施

変更計画における取組み

P5

【協議経緯】

■地元協議をNEXCO中日本が先行実施することを提案

・工事着手前であった県道工事箇所への土運搬とな

るが、中日本高速道路㈱が受入れ先との地元協議

を実施（2地区）することを愛知県に提案し、運搬先

の入れ替えを行うことが可能となった。

・土運搬については、定期的な散水の実施や土運搬

車両への交通マナーの徹底の実施等を行うことを

説明し、地元から工事への了承を得た。

県道豊川新城線の盛土施工状況

長篠設楽原ＰＡの
盛土施工状況



運用指針第２条第１項第１号ロに適合

現場近郊における他事業者の工事に着目し、建設発生土の運搬先を変更したことは、

現場特有の状況に対応するための創意工夫である

建設発生土の運搬先を県道工事と入れ替えることにより土運搬費を縮減

P6

経営努力要件適合性について

≪申請された会社の経営努力≫

助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋）
第二条 経営努力要件適合性の認定基準
機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減
（適正な品質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。

①次に揚げるいずれかにより、道路の計画、設計又は施工方法を変更したことによる費用の縮減。
ロ．申請の対象である現場特有の状況に対応するための創意工夫


